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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・6月6日（土）9:30～10:30グループホーム青風荘で避難訓練があります。
・マスク滅菌庫が届いたので、本日から退勤時にスイッチを入れて、翌朝出勤したらスイッチを切り、滅菌したマスクを使用する。

＜実習関係＞

・PSW実習：7/13～7/28と8/5～8/20　それぞれ一名ずつ実習あり。

＜研修関係＞

・日　時：6月11日（木）、12日（金）17:30～18:30
　場　所：メンタル4階メモリアルホール
　テーマ：｢現場における精神医療サービスの在り方｣

＜勤務変更について＞

・6/11・12・19：菅原AOM　遅C→日勤

　　　　　　　　犹守　　　日勤→遅C

＜病棟カンファ参加について＞
今後、デイケア利用率向上を目的に情報収集の為に病棟カンファに参加する。

6/4：東病棟（鳥谷部・蕨野）・6/11西病棟（藤田・久保）・6/18北病棟（蕨野・犹守）
東病棟･北病棟は13:00から、西病棟は管理者不在のため後日確認予定。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。

・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＊日誌の出欠漏れなどがあり、毎日のチェックは勿論の事、毎月の確認もこのペアで行っていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・船場　幸子　様～グループホーム世話人より情報提供あり。本日、世話人よりグループホーム「あおぞら」での友の会（互助会費）を廃止すると説明後より不安感を訴えていた為デイケアでも様子を見て欲しいとの事。来所後は表情冴えず、小声で「友の会どうしようかな。」と独り言のように話している。一日を通じて表情が硬く、各種プログラムに自主的に参加しているが発言は殆ど聞かれていない。

・上川原　豊　様～12時、青明舎より電話連絡あり。先程、少しの間ではあるが青明舎へ来所していたと報告あり。用件があり当院医事課へ行って来たと話していたとのこと。医事課へ行き、当院への通院を辞めて他院へ通院すること、現在のアパートを引っ越し違う場所へ行くといった内容を声高に話していたとのこと。また、特定利用者様（前野　義勝様）について「突っかかって来られた。プライドを傷つけられた」と発言していた様子。本日デイケア来所後もスタッフに対し特定利用者様（前野　義勝様）の不満を声高に話す等気分の高揚が観察される。話を傾聴すると幾分表情が穏やかになるが、帰所後再度青明舎で相談すると話している。

デイナイトケア


・板橋　利美　様～青風荘より情報提供あり。昨日、熱36℃台と平熱で経過しており、青風荘内ホールにて過ごしていたとのこと。不調の訴えも聞かれないとのこと。体調が落ち着いたため、本日デイナイトケアへ来所している。本人へ状態確認をすると「骨が痛い」と発言しているが、歩行状態等は普段と著変無し。各プログラムにも参加することが出来ている。

・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供あり。昨日、熱36℃台と平熱で経過している。本日、高橋皮膚科を受診。抗生物質が5日分処方となり経過観察の指示があったとのこと。本日も安静加療目的にてデイナイトケア欠席となる。

・小野寺　ノリ様～表情穏やかに来所し、スタッフへ挨拶を行い普段と変わらない様子でホールにて過ごしている。来所時、熱35.2℃と著変無し。10時20分、ラジオ体操中、突然後方へ転倒。後方にある戸棚に頭部を打っている。怪我の有無を確認すると、左側頭部に2cm×2cmの膨張あり。他外傷は無く、疼痛の訴え無し。疎通は概ね良好。転倒時、眩暈があったか問うと「かもしれない」と返答している。顔色不良無し。バイタル測定し、BP145/65mmHg、P72。10時25分、上記内容を青風荘スタッフへ報告。10時40分、再度バイタル測定行い、BP129/61mmHg、P64。疎通は良好。スタッフ介助にて起立し、静養室へ移動。休息を取っている。11時、スタッフが状態確認のため静養室へ入室。本人へ声をかけると「ぶつけたよった気がする」と発言。左側頭部を打ったことを確認しつつ、状態を問うと「何も大丈夫だ」と発言している。11時20分、青風荘スタッフ来所し、他科受診へ向かっている。

ショートケア
・特記無し
＜転倒事故振り返り＞
本日の小野寺ノリ様の転倒事故について振り返りを実施。
今後の対応策として、
・スタッフが、本人が普段体操を行っている定位置に椅子を準備し座位にて体操を行う
よう促す。
・本人にすぐ介助が出来る距離にてスタッフが立ち、付き添いながら体操を行う。
上記2点を明日より導入していく。また、今回の転倒状況を各スタッフへ周知し事故を繰り返さないよう徹底していく。
